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1. はじめに 

1.1. 本事業の背景・目的 

ICT 等の技術革新も取り入れた革新的な医療機器・システムへの開発支援が求められる

など、医療機器産業を取り巻く環境が変化している中で、国内外の新たな市場を開拓、ニ

ーズに合致した医療機器を開発、実用化することは、我が国の経済成長にとって重要な事

項である。また、日本に安定して医療機器が供給され続ける基盤を作るうえで、国内の企

業や医療機関などを中心に医療機器開発人材の育成を進めるとともに、医師による起業や

医療機器開発を活性化するための産官学での連携した取組みも重要である。一方で、国内

での医療機器産業を活性化するのみでなく日本の医療機器関連企業が海外に展開していき、

新たな成長基盤を獲得していくことも肝要である。 

しかしながら、医療機器開発に必要な、臨床現場・関係学会等との連携については、十

分な環境・基盤の整備が進んでいない状況であり、ICT 等の技術革新を取り入れた革新的

な医療機器・システムの開発は、異業種から参入した企業において活発に行われているが、

臨床現場・関係学会等との連携は、特に高い障壁となっている。 

このため、本事業は、臨床現場等との連携強化に先進的に取り組む外資企業や海外開発

集積拠点等について調査を行い、今後、我が国における異業種参入に当たって、臨床現

場・関係学会等との連携の基盤を整備していくために必要な情報を収集・分析し、医療機

器業界振興のための環境整備を実施することを目的として実施するものである。 

本調査では、研究開発から薬事戦略・上市・海外展開まで一貫した伴走支援が受けられ

る体制整備として、メドテック拠点の形成が重要であることから、メドテック拠点の形成

にあたり、海外の優れた先行事例を調査し、メドテック拠点に求められる要素を明らかに

する。 
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1.2. 本調査の設計 

本調査の設計・ステップを図表 1-1に示す。本調査においては、STEP①のメドテック拠

点３拠点比較調査と STEP②の１拠点の探求調査を通じて、STEP③で日本におけるメド

テック拠点形成に向けた考察を行った。 

 

図表 1-1 本調査の設計・ステップ 

 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

 

1.3. メドテック拠点の概要 

図表 1-2 に示すように、各メドテック拠点によって、発展経緯、発展段階は異なる。本

調査においては、メドテック拠点を「医療機器の研究開発を行う上で魅力的な「人材」、

「場所」、「資金」、「情報」が確保できる環境（エコシステム）」と広義に定義をしている。

その上で、本調査においては一定の規模を持つ、グローバルにおけるメドテック拠点につ

いて調査を実施した。 
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図表 1-2 メドテック拠点発展の経緯 

 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

 

1.4. 比較調査拠点選定の考え方 

比較調査拠点を選定するにあたり、図表 1-3 に示すように、二段階の基準を設定し、３

拠点に絞り込んだ。まずは、デスクトップ調査によってグローバルにおけるメドテック拠

点 43 拠点を整理し、その上で医療機器を主に取り扱う拠点を絞り込み、25 拠点を抽出し

た。次に、企業数（医療機器関連企業、スタートアップ）とデスクトップ調査における情

報取得のフィージビリティにより、欧州・北米・アジアの各地域別に 1 拠点ずつ絞り込み、

それぞれドイツのニュルンベルク・エアランゲン、アメリカのボストン、シンガポールを

有望拠点として選定し、比較調査を実施した。 

 

図表 1-3 比較対象拠点の選定基準 

 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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2. 海外のメドテック拠点についての比較調査 

2.1. ドイツ：ニュルンベルク・エアランゲンにおけるメドテック拠点 

メドテック拠点概要 

ドイツのニュルンベルク・エアランゲンにおけるメドテック拠点には、世界の医療機器

のトップリーダー企業である Siemens Healthineers やスタートアップ各社を含む企業約

500社や 80大学、20研究機関、65医療機関など計 665の組織が存在している。メドテッ

ク拠点の概要は図表 2-1のとおりである。 

 

図表 2-1 ニュルンベルク・エアランゲン メドテック拠点の概要 

 

出所）Medical Valley EMN ウェブサイト 

 

本メドテック拠点は、1800年代末~1900年代の Siemens & Halske AG社1の誕生及び

成長と共に始まった。その後、医療技術がニュルンベルグ・エアランゲンとその周辺地域

の基幹産業となり、当該地域に医療技術に関連した企業や大学、医療機関の集積が進展し

た。2007年には、地域内における活動や関係者間のコミュニケーションを調整する

Medical Valley EMNが設立され、各主要機関のイノベーション支援が促進され、メドテ

ック拠点の形成が加速した。また 2010年には、ドイツ連邦教育研究省（BMBF）によっ

 

1 1966 年に、新しく設立された Siemens AG に統合される。 
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て「Leading-Edge Clusters2」に任命され、拠点が大きく拡大することとなり、現在はド

イツ国内で最大級のメドテック拠点として認識されている。当該メドテック拠点の歴史的

背景は図表 2-2のとおりである。 

 

図表 2-2 ニュルンベルク・エアランゲン メドテック拠点の歴史的背景 

 

出所）Medical Valley EMN ウェブサイト 

 

本メドテック拠点の特徴として、医療機器開発の研究段階から上市・海外展開までを、

ワンストップでサポートするネットワーク機関である Medical Valley EMN を中心とした

連携推進や、メドテック拠点が位置するバイエルン州政府とドイツ連邦政府からの公的資

金支援に加え、大手企業である Siemens Healthineers や地域の主要な大学である FAU 

Erlangen-Nürnberg3（以下 FAU）がエコシステムの中心に位置していること等が挙げら

れる。ニュルンベルク・エアランゲンにおけるメドテック拠点エコシステムの概要は図表 

2-3のとおりである。 

 

 

2 2007 年に開始され、全てのテクノロジーを対象として資金提供を目的としたクラスター

コンペティションプログラム。 

3 Herzlich Willkommen an der FAU Erlangen-Nürnberg 。バイエルン州第 2 の規模を持

つ、ニュルンベルク・エアランゲン地域に位置する大学。 
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図表 2-3 ニュルンベルク・エアランゲンにおけるメドテック拠点エコシステム 

 

注１）青字、青線：拠点の特徴・強み 

出所）Medical Valley EMN ウェブサイト 

 

メドテック拠点における連携事例 

政府による支援においては、主にドイツ連邦政府やバイエルン州政府による支援、EU

の機関である EIT Healthによる支援が存在している。特にドイツ連邦政府による支援に

ついては、Medical Valley EMNが 2010年に Leading-Edge Clusterに任命され、５年間

で最大４千万ユーロの資金支援を受けた。 

臨床との連携においては、FAU付属の大学病院であるUK Erlangenと Siemens 

Healthineersの医療機器開発に向けたパートナーシップ等、各医療機関と企業との連携が

推進されている。また、関係者へのヒアリングによると、FAU内の工学部・研究科におけ

る技術者と大学病院における医師との緊密な連携も本拠点内の多様な連携を推進する重要

な要因として挙げられている4。拠点における政府の支援及び企業と臨床との連携事例は図

表 2-4のとおりである。 

 

 

4 2024 年 2 月、Medical Valley EMN へヒアリングを実施。 
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図表 2-4 拠点内連携事例（政府/臨床） 

 

出所）Medical Valley EMN ウェブサイト、UK Erlangen ウェブサイト、Medic Center 

ウェブサイト 

 

アカデミア・研究機関との連携においては、FAUや Fraunhofer応用研究所と企業によ

る共同論文執筆や共同研究を推進するプログラム、アカデミアによるスタートアップ支援

センターZollhoffの設立等、多くの取組が推進されている。 

また、企業間の連携においては、大手企業である Siemens Healthineersが中心とな

り、イノベーションセンターの設立を通じて、様々なスタートアップとのオープンイノベ

ーションに重点を置いている。アカデミア・研究機関及び企業間の連携事例は、図表 2-5

のとおりである。 
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図表 2-5 拠点内連携事例（アカデミア・研究機関/企業） 

 

出所）FAU ウェブサイト、Fraunhofer ウェブサイト、Siemens Healthineers ウェブサ

イト、Novartis ウェブサイト、Inconalert ウェブサイト 

 

スタートアップへの支援においては、バイエルン州全体を事業範囲とする BayStartUP

等の支援機関が本拠点内のスタートアップの資金調達サポートを実施している。 

また、Medical Valley EMNが医療機器開発バリューチェーンワンストップでの支援と

して、様々なプログラムを提供しており、各ステークホルダー間の連携促進やスタートア

ップ支援も実施している。 

支援機関による、支援内容・関連事例は図表 2-6のとおりである。 
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図表 2-6 拠点内連携事例（スタートアップへの支援/その他のサポート） 

 

出所）BayStartUP ウェブサイト、 Medical Valley EMN ウェブサイト、DTZ ウェブサ

イト 

 

メドテック拠点における連携推進機関（ネットワーク機関） 

本メドテック拠点における連携推進機関として、2007年に設立されたMedical Valley 

EMNがエコシステム全体の連携推進を担っている。当機関は 33名（2023年 12月時点）

によって運営されており、運営におけるキーパーソンとして、元 Siemens AGの CEOや

FAUの医学部長など、大きな影響力を持つ人物が在籍していたことが大きな特徴となって

いる。また、サービス内容はネットワーキングの推進にとどまらず、資金調達やコンサル

ティング、その他バリューチェーン上における各種ワンストップ支援サービスを提供して

いる。 

Medical Valley EMNの概要とキーパーソンは図表 2-7のとおりである。 
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図表 2-7  Medical Valley EMN の概要 

 

出所）Medical Valley EMN ウェブサイト, FAU ウェブサイト 

 

2.2. アメリカ：ボストンにおけるメドテック拠点 

メドテック拠点概要 

アメリカのグレーターボストン地域（GBA）におけるメドテック拠点には、Boston 

Scientificをはじめ、世界を代表する医療機器メーカーやスタートアップを含む 900社を超

える企業や世界有数の大学である Harvard大学や Massachusetts工科大学を含む 80大学、 

20研究機関、65医療機関など計 1,000を超える関連組織が存在している。メドテック拠点

の概要は図表 2-8のとおりである。 
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図表 2-8 グレーターボストン メドテック拠点の概要 

 

出所）オランダ企業庁「A thematic analysis of emerging technologies in medtech in 

greater Boston」、MassMEDIC、NSMedicalDevices、PRNewsWire、IBISWorld ウェブ

サイト 

 

グレーターボストン地域では、Harvard大学やMassachusetts工科大学などの世界有

数の大学が立地する中、1990年代頃に大学研究に対する投資拡大や研究機関による支援が

進み、バイオテクノロジーや医療機器を含むヘルスケア全体のメドテック拠点が形成され

た。その後、2008年以降、マサチューセッツ州ライフサイエンス法5によって企業や大

学、医療機関などによる医療技術革新が後押しされ、大企業の拠点設置が更に進展した。

2018年以降も継続してマサチューセッツ州ライフサイエンス法が承認されて産業への投資

が進められている。世界有数のメドテック拠点として知られているグレーターボストン地

域の歴史的背景は図表 2-9のとおりである。 

 

 

5 Massachusetts Life Sciences Act。スタートアップへの融資や人材育成、研究施設におけ

るインフラ整備に対する投資、税制優遇など 10 年間で 10 億ドルを拠出することが決定さ

れ、さらに 2018 年には５年間延長され最大５億ドルを拠出することが決定された。 
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図表 2-9 グレーターボストン メドテック拠点の歴史的背景 

 

出所）オランダ企業庁「A thematic analysis of emerging technologies in medtech in 

greater Boston」 

 

本メドテック拠点の特徴として、Harvard大学やMassachusetts工科大学などの世界有

数の大学によるイノベーション推進やNational Institutes of Health (以下 NIH)などの公

的機関からの豊富な公的資金による研究開発の促進、ベンチャーキャピタルなど民間によ

る豊富なリスクマネーの調達環境が挙げられる。特にマサチューセッツ州はベンチャーキ

ャピタル資本調達総額で全米 2 位となっている。グレーターボストンにおけるメドテック

拠点エコシステムの全体像は図表 2-10のとおりである。 
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図表 2-10 グレーターボストンにおけるメドテック拠点エコシステム 

 

注１）青字、青線：拠点の特徴・強み 

出所） オランダ企業庁「A thematic analysis of emerging technologies in medtech in 

greater Boston」、各機関ウェブサイト 

 

メドテック拠点における連携事例 

政府による支援は、主にアメリカ連邦政府機関やマサチューセッツ州政府によるもので

ある。特にアメリカ連邦政府機関である NIHからは、2020年度に研究助成金として

4,097件で総額 23億 USDの資金を受領している。また、マサチューセッツ州において

も、マサチューセッツ州ライフサイエンス法の制定により、マサチューセッツ州に位置す

るスタートアップへの融資や研究者への助成金、インフラ整備、税制優遇などこれまでに

16億USD以上の資金を受領している。 

臨床との連携においては、Harvard大学の関連医療機関であるMassachusetts General 

Hospital(MGH)や Brigham and Women’s Hospitalなどの病院がアストラゼネカ社など各

企業との共同研究や臨床協力を実施している。拠点における政府の支援及び企業と臨床と

の連携事例は図表 2-11のとおりである。 
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図表 2-11 拠点内連携事例（政府/臨床） 

 

出所）オランダ企業庁、各機関ウェブサイト、プレスリリース 

 

アカデミア・研究機関との連携においては、世界有数の Harvard大学や

Massachusetts工科大学を中心とするアカデミアと企業や医療機関による共同研究や共同

プロジェクトなど、多くの連携が推進されている。 

企業間の連携においては、研究開発における共同研究以外にも、Thermo Fisher 

Scientific社と Pfizer社による海外展開を見据えた提携など、様々な連携が推進されてい

る。アカデミア・研究機関及び企業間の連携事例は、図表 2-12のとおりである。 
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図表 2-12 拠点内連携事例（アカデミア・研究機関/企業） 

 

出所）各大学、研究機関、企業ウェブサイト 

 

スタートアップへの支援においては、Mass Venturesなどのベンチャーキャピタルによ

る大規模な投資や、Venture Development CenterやM2D2などによるインキュベーショ

ンなど、多種多様な支援が実施されている。 

その他では、MassMEDICが、メドテック拠点内のステークホルダーへのネットワーキ

ング支援やスタートアップのアクセラレーションなどの支援を実施している。支援機関に

よる、支援内容・関連事例は図表 2-13のとおりである。 

 

図表 2-13 拠点内連携事例（スタートアップへの支援/その他のサポート） 

 

出所）オランダ企業庁、各機関ウェブサイト 
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メドテック拠点における連携推進機関（ネットワーク機関） 

本メドテック拠点における連携推進機関として、1996年に設立されたMassMEDIC

（マサチューセッツ州医療機器産業協議会）がエコシステム全体の連携推進を担ってい

る。当機関は約 50名（2023年 12月時点）によって運営されており、大手企業である

Boston Scientific社やベンチャーファンド、コンサル会社等多数の機関からの主要メンバ

ーで構成されている。サービス内容はネットワーキングの推進にとどまらず、政策提言な

ども実施している。MassMEDICの概要とキーパーソンは図表 2-14のとおりである。 

 

図表 2-14 MassMEDIC の概要 

 

出所）MassMEDICウェブサイト 

 

 

2.3. シンガポール：シンガポールにおけるメドテック拠点 

メドテック拠点概要 

シンガポールにおけるメドテック拠点6には、シンガポール出自の大企業は存在しないが、

医療機器のリーダー企業である Thermo Fisher Scientific 社やスタートアップを含む企業

約 360 社や 3 大学、41 研究機関、23 医療機関など計約 430 社の組織が存在している。メ

ドテック拠点の概要は図表 2-15のとおりである。 

 

 

6 メドテック拠点には地域性も考慮されるため、本調査においてはシンガポール全体を一

つのメドテック拠点と見なしている。 
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図表 2-15 シンガポール メドテック拠点の概要 

 

出所）EDB Webサイト、MOFA「MedTech R&D in Singapore」（2022）、ケンブリッ

ジ大学等「Singapore’s Biomedical Cluster 」 

 

本メドテック拠点は、1980年代以降、政府による国内の医療関連産業への注力がスター

トし、その後も政府主導でネットワークや人材開発、投資関連の取組を推進することで形

成されてきた。2003年には、グローバルレベルでの専門家のヘッドハンティングや、外資

の多国籍企業との提携・誘致を主な目標として、バイオポリスを研究拠点として設置する

など、メドテック拠点が拡大され、現在では 60以上のメドテック関連多国籍企業がシン

ガポールに研究開発拠点を設置している。 

シンガポール メドテック拠点の歴史的背景は図表 2-16のとおりである。 
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図表 2-16 シンガポール メドテック拠点の歴史的背景 

 

出所） EDB Webサイト、MOFA「MedTech R&D in Singapore」 

 

本メドテック拠点の特徴として、政府や公的機関がネットワーク機関としてメドテック

拠点全体を主導し、多国籍企業や高度人材の積極誘致、公的資金の投入、共同研究、スタ

ートアップ支援などの各種連携・支援を推進していることが挙げられる。 

メドテック拠点エコシステムの概要は図表 2-17のとおりである。 
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図表 2-17 シンガポールにおけるメドテック拠点エコシステム 

 

注１）青字、青線：拠点の特徴・強み 

出所）EDB Webサイト、MOFA「MedTech R&D in Singapore」、各機関ウェブサイト 

 

メドテック拠点における連携事例 

政府による支援においては、Ministry of Trade & Industry傘下の政府機関である

Singapore Economic Development Board（以下 EDB）や Enterprise Singaporeなどが

資金投資や助成金、税制優遇措置の提供などを実施している。 

臨床との連携においては、医療機関グループである SingHealthとシンガポール国立大

学の保険機構との臨床試験設備の設置、医療機関とメドテック企業との臨床協力などの連

携が実施されている。 

拠点における政府の支援及び臨床との連携事例は図表 2-18のとおりである。 
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図表 2-18 拠点内連携事例（政府/臨床） 

 

出所）EDBウェブサイト、Enterprise Singaporeウェブサイト、各医療機関ウェブサ

イト 

 

アカデミア・研究機関との連携においては、政府系研究機関である A*STARとアカデミ

アである南洋理工大学などによるインキュベーターの設立や、各アカデミア共同でのスタ

ートアップへのコンサルティング支援など、多くの連携・支援がなされている。 

企業間の連携においては、外資系大手企業とスタートアップの共同研究などの連携が取

り組まれている。 

アカデミア・研究機関及び企業間の連携事例は、図表 2-19のとおりである。 
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図表 2-19 拠点内連携事例（アカデミア・研究機関/企業） 

 

出所）各大学・研究機関ウェブサイト、Smith&Nephew ウェブサイト、Thermo 

Fisher Scientificウェブサイト 

 

スタートアップへの支援としては、主に政府系ファンドによるスタートアップ投資や投

資家とスタートアップのマッチング支援、インキュベーターを通じた事業支援などが実施

されている。 

その他では、SGメドテックコンソーシアムなどのネットワーク機関や APACMedなど

の業界団体が支援を行っているが、シンガポールにおいては政府からの直接支援がほとん

どとなっており、ネットワーク機関などの機能は限られている。支援機関による、支援内

容・関連事例は図表 2-20のとおりである。 
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図表 2-20 拠点内連携事例（スタートアップへの支援/その他のサポート） 

 

出所） Enterprise Singaporeウェブサイト、各機関ウェブサイト 

 

メドテック拠点における連携推進機関（ネットワーク機関） 

シンガポールにおいては、メドテック拠点における連携推進機関は、主に政府機関であ

る EDBが担っている。EDBの概要及びメドテック拠点に関与する主なキーパーソンは図

表 2-21のとおりである。 

 

 

図表 2-21  EDB の概要 
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出所）EDB ウェブサイト 

 

 

2.4. 比較調査結果まとめ 

３拠点の比較調査を通じて、効果的なメドテック拠点の形成に向けては、産業集積を促

すトリガー（形成の要因）と、拠点内連携を発展させるアクセル（発展の要因）の２つの

要素があることを確認した。 

拠点形成のトリガーは、ニュルンベルク・エアランゲンでは有力企業の集積、ボストン

ではアカデミアからのスピンアウト、シンガポールでは政府による主導など、各拠点でそ

れぞれ異なっている。各拠点のトリガー及び拠点形成の経緯は図表 2-22のとおりである。 

 

図表 2-22 各拠点におけるトリガー 

 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

 

拠点発展のアクセルの各要素はステークホルダーによって異なる。 

ニュルンベルク・エアランゲンではネットワーク機関であるMedical Valley EMNが政

府の支援を受けつつワンストップで連携を推進している点、ボストンではHarvard大学や

Massachusetts工科大学等の有力なアカデミアやベンチャーキャピタル、スタートアップ

を軸に連携が推進されている点、シンガポールでは政府が積極誘致した外資企業と国立大

学や公的機関によって連携が推進されている点が特徴として挙げられる。 

各ステークホルダーが提供するアクセル例は図表 2-23のとおりである。 
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図表 2-23 各ステークホルダーによるアクセル（一部） 

ステークホルダー アクセル 特徴が見られる拠点 

政府 • 外資企業誘致 

• 政策策定と規制の設定 

• 税制優遇、補助金、貸付保証などの

財政的支援 

• 産業団地やインキュベーション施設

の整備 

• 規制対応支援 

• ニュルンベルク・

エアランゲン 

• ボストン 

• シンガポール 

医療機関 • 臨床を通じた支援、共同研究 

• 臨床ニーズの提供・連携 

• 医療機器産業に焦点を当てた教育プ

ログラムやトレーニングの提供 

• N/A 

アカデミア・研究機

関 

• 基礎研究推進及び商用化可能な技術

の開発 

• テクノロジー・ライセンス・オフィ

ス（TLO）を通じた技術移転 

• 産学連携の推進、人材の供給 

• ボストン 

企業 

 (医療機器製造企業、

スタートアップ) 

• 新製品の研究開発 (共同研究)と商業

化 

• 製品安全性と品質管理の遵守 

• 経営や技術の分かる人材の供給 

• ニュルンベルク・

エアランゲン 

• シンガポール 

支援者（ベンチャー

キャピタル等） 

• イノベーション推進に必要な資金・

資源の供給 

• スタートアップや成長企業への投

資・育成支援 

• ボストン 

ネットワーク機関 • エコシステム拡充に向けたステーク

ホルダーへの働きかけ (ワンストッ

プでの課題解決等) 

• 企業やステークホルダー間の連携を

促進するネットワーキング 

• ニュルンベルク・

エアランゲン 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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また、各拠点の特徴的なアクセルは図表 2-24のとおりである。 

 

図表 2-24 各拠点におけるトリガー（再掲）と特徴的なアクセル 

 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

 

以上をまとめると、拠点形成のトリガーについては、キーステークホルダーの存在や彼

らのアクションによって産業の集積が進んでいること、またキーステークホルダーを中心

として、相互連携や技術移転、スピンオフが繰り返されることでメドテック拠点が形成さ

れている。拠点発展のアクセルにおいては、キーステークホルダーによるエコシステムの

環境整備や個別の連携施策に閉じない持続的な連携を促す仕組み、大きなインパクトを持

つアクション等がメドテック拠点を加速度的に発展させている。 

 

図表 2-25 メドテック拠点形成の流れ（イメージ） 

 

 出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

  



27 

 

3. 優れたメドテック拠点についての探求調査 

3.1. Medical Valley探求調査概要 

比較調査結果を受けた有識者検討委員会の議論の結果、探求調査の対象はドイツのニュ

ルンベルク・エアランゲンとした。 

探求調査においては、ネットワーク機関 Medical Valley EMN のインキュベーション施

設である、Medical Valley Centerを訪問し、ネットワーク機関、政府機関、アカデミア・

研究機関、医療機関、スタートアップ・SME、投資家・スタートアップ支援機関等のステ

ークホルダーに対して計 12件の聞き取り調査を実施した。 

調査における論点としては、エコシステム全体の概要、エコシステムの機能及び各バリ

ューチェーンの構成要素を切り口に構造化し、図表 3-1のとおり設計した。 

 

図表 3-1 探求調査における主な論点 

 

出所）Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

 

 

3.2. Medical Valley形成の要諦 

拠点形成の経緯 

ドイツのニュルンベルク・エアランゲンにおけるメドテック拠点 Medical Valley が形成

された経緯を図表 3-2に示す。 

本エコシステムは、1900 年頃より勃興し、その後当時のエアランゲン市長である
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Siegfried Balleis氏や Siemens Healthcare7の元 CEOである Erich Reinhardt氏等のリー

ダーシップと保有する強力なネットワークによって、バイエルン州政府による支援や拠点

内のステークホルダーとの連携等が促進され、現在の Medical Valley エコシステム形成に

至った。エコシステム形成の歴史とマイルストーンは図表 3-2のとおりである。 

 

図表 3-2  Medical Valley 形成の背景 

 

出所）現地ヒアリング、Siemens Healthineers ウェブサイト、FAU

「balleis_medical_valley」、BMBF Webサイト 

 

  

 

7 2016 年 5 月より、Siemens Healthineers に名称を変更 
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2010年にはドイツ教育省による先端クラスターの認定による多額の公的資金の獲得もあ

り、図表 3-3に示すように会員数は 2009年から 2010年にかけて約４倍に増加し、その後

も堅調に増加を続けている。 

 

図表 3-3  Medical Valley 会員数の推移 

 

出所）Medical Valley EMN提供資料 

 

また、昨今では、欧州クラスター分析事務局「ESCA」が評価する認定制度「Cluster 

Management Excellence」において、「SILVER」の評価を受けており、欧州でも高く認知

されているメドテック拠点となっている。 Cluster Management Excellenceの概要は図表 

3-4のとおりである。 

 

図表 3-4 「Cluster Management Excellence」の概要 

 

出所）ESCA ウェブサイト 
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拠点形成における成功要因 

Medical Valley の発展経緯を分析し、当該拠点の形成における成功の要諦を考察した。

エコシステムが形成される条件として、医療機器開発に係るステークホルダーの存在・集

積と各ステークホルダーによる連携のコミットメントが重要と考えられ、それを実現する

ためには①強力なリーダーシップ・ネットワークを持つ人材の獲得、②エコシステム全体

をまとめるネットワーク機関の存在、③政府支援の活用の 3つがMedical Valleyの形成に

おける成功の要諦と考えられる。 

メドテック拠点形成の条件とMedical Valleyの成功の要諦を図表 3-5にとりまとめた。 

 

図表 3-5 Medical Valley における拠点形成の条件と成功の要諦 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 

  



31 

 

3.3. Medical Valleyにおける拠点の機能・役割 

Medical Valley へのヒアリングの結果を基に、Medical Valley における機能をバリュー

チェーンを軸に 10 個の機能に整理した。各機能と Medical Valley において機能を担う主

体は図表 3-6のとおりである。 

 

 

図表 3-6 Medical Valley における必要機能と担う主体 

 

注１）NW：ネットワーク機関（クラスター内の連携強化等を担う支援機関） 

注２）企業：大企業、SME、スタートアップ 支援者：投資家（VC・金融機関）やア

クセラレーター等 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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また、現地ヒアリング結果に基づく論点とコメントの要約は図表 3-7と図表 3-8のとお

りである。 

 

図表 3-7 参考）ヒアリング結果サマリ（1/2） 

 

出所）現地ヒアリング 

 

図表 3-8 参考）ヒアリング結果サマリ（2/2） 

 

出所）現地ヒアリング 
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ヒアリング結果を基に、Medical Valleyにおいて、各必要機能が求められている背景・

要素、担っている主体及びその概要について、バリューチェーンごとに紹介する。 

 

各主体のトップマネジメントによる連携促進 

ネットワーク機関へのヒアリングによると、Medical Valleyの重要な成功要因として、

Siemens Healthineersの元 CEOなど、広範なネットワークを持つリーダーシップのある

人物の関与があり、官民セクターにおける支援を集める際にも重要な役割を果たしたこと

が挙げられている。また、人脈作りの巧みさと専門知識の融合、そして戦略的リーダーシ

ップが、エコシステムの開発と運営の中心となっていると考えられている。医療機関への

ヒアリングによると、Siemens Healthineersの元 CEOはエンジニアとのコネクションを

持つリーダーであり、CEOとしての経営ノウハウは、民間企業とのコラボレーション推進

に貢献しており、元 UK Erlangen学長は、医療機関や大学病院とのコネクションを持

ち、エンジニアリング側のコンセプトやニーズに合うパートナーとしての医療関係者の探

索に貢献しており、市長は政府関連機関との接点構築に貢献したとされている。 

エコシステム内のネットワーク構築や構築後に各関係者がエコシステムから恩恵を感じ

るまでには一定の時間を要するため、各主体のトップマネジメントが主体的にネットワー

クを構築し、継続的にエコシステム内の連携を促進し続けることが重要と考えられる。必

要機能「各主体のトップマネジメントによる連携促進」の背景及び要素について、図表 

3-9に示す 

 

 

図表 3-9 必要機能「各主体のトップマネジメントによる連携促進」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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バリューチェーンワンストップ・ショップでの支援 

ネットワーク機関へのヒアリングによると、Medical Valleyはワンストップ・ショップ

であり、規制の問題から市場参入戦略まで、さまざまなニーズに対して専門家やパートナ

ーのネットワークで会員をつないでいる。また、機関内で専門知識を有する者に加え、専

門的なテーマについてはより高度な外部専門家とも連携している。医療技術関連の SME

へのヒアリングによると、ネットワーク機関は事業展開のためのアイデア・ヒントを与

え、必要なステークホルダーとのネットワークを提供することに加え、常にオープンであ

り、会員企業を支援する意思を持っており、必要な時にサポートしてくれる心強い味方で

あると考えられている。 

スタートアップを中心として、各ステークホルダーの抱える課題は様々である中で、バ

リューチェーンワンストップで相談可能なネットワーキング機関が存在することで、コミ

ュニケーションコストを減らしつつ、効率的なネットワーキングや連携支援を促進するこ

とが重要と考えられる。必要機能「バリューチェーンワンストップ・ショップでの支援」

の背景及び要素について、図表 3-10に示す。 

 

 

図表 3-10 必要機能「バリューチェーンワンストップ・ショップでの支援」の 

背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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資金支援に向けた官民・民民連携 

ネットワーク機関へのヒアリングによると、初期の政府支援、特に 2003年のインキュ

ベーション施設であるMedical Valleyセンターの建設と 4000万ユーロの資金提供を受け

た最先端クラスターとしての認定がエコシステムの形成において重要であったとされてい

る。また、過去 10年間にわたる政府からの継続的なプロジェクトベースの支援はクラス

ター・メンバーにイニシアチブを提供するために不可欠であったと考えられている。政府

機関へのヒアリングによると、エコシステムを完全に商業的に運営することは難しく、民

間資金は変動する可能性があるため、公的資金（定期的であることが多い）の獲得が重要

となる。そのため、エコシステムでは、新たな資金を獲得するためにコネクションを活か

し、うまく立ち回ることが重要であると考えられている。 

ネットワーキング機関等の民間団体が主導してエコシステムやネットワークを構築し、

マネタイズが可能になるまでには時間を要するため、特に構築の初期段階においては政府

等からの支援が有用となる。また、政府による中小企業やスタートアップへの助成や投資

が民間支援の呼び水となる。必要機能「資金支援に向けた官民・民民連携」の背景及び要

素について、図表 3-11に示す。 

 

 

図表 3-11 必要機能「資金支援に向けた官民・民民連携」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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ニーズ/シーズの共有・マッチング機会 

アカデミアへのヒアリングによると、Medical Valleyでは、ニーズ起点の戦略を調整す

るメカニズムとして「community of practice」を立ち上げ、異なるステークホルダーが、

ニーズ起点の戦略のための研究について、コミュニケーションできるようにしている。ス

タートアップ支援者へのヒアリングによると、連携の主な課題は、医療機関が日々の業務

で忙しくなかなかコンタクトが取れないことであり、Medical Valleyは臨床医や研究者を

集めて交流を促すイベントを定期的に開催している。 

医療機器の社会実装に向けては、臨床ニーズに則した事業戦略の構築や製品開発を目指

すことが重要である中で、ニーズの把握や共有を効果的に行うためには、産学医等の異な

る産業間での継続的な連携が必要であり、そのための接点の場づくりや個別テーマのネッ

トワーク構築が重要と考えられている。必要機能「ニーズ/シーズの共有・マッチング機

会」の背景及び要素について、図表 3-12に示す。 

 

 

図表 3-12 必要機能「ニーズ/シーズの共有・マッチング機会」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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産学医間でのリソースの連携促進・支援環境 

研究機関へのヒアリングによると、エコシステム内のコラボレーションを促進する方法

として、企業の技術を検証するために研究設備を提供していることや、大学には、誰でも

使用できる装置を備えたセンター・オブ・エクセレンスが存在している。アカデミアへの

ヒアリングによると、研究人材の交流において、Medical Valleyは異なるステークホルダ

ーを集めるイベントを開催しており、また、共同研究や研究内容の共有に役立つ

「community of practice」を開催している。 

医療機器の研究開発においては、実験設備や研究開発人材、資金等のリソースが多く必

要となるため、特に中小企業やスタートアップ等はリソースの不足が発生する可能性があ

る。そのため、メドテック拠点主導で、地域内外の産学医間のリソース連携や循環を促進

していくことが重要と考えられている。必要機能「産学医間でのリソースの連携促進・支

援環境」の背景及び要素について、図表 3-13に示す。 

 

 

図表 3-13 必要機能「産学医間でのリソースの連携促進・支援環境」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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技術移転の促進 

アカデミアへのヒアリングによると、Medical Valleyには研究からスタートアップ企業

への技術移転を実現するための専用の公募や支援プログラムが存在する。また、大学が既

存企業（中小企業からシーメンスのような大企業まで）と連携し、その結果として技術移

転が行われた実績もある。様々な対象グループに適したプログラムが存在し、大学や研究

機関の共同研究プロジェクトも技術移転の一助となることもある。医療技術関連の SME

へのヒアリングによると、知的財産は中小企業には管理が難しいため、電話一本で相談に

乗ってくれるエコシステム内の弁護士や弁理士ネットワークは重要であり、ネットワーク

上の医療知見が深い専門家から、適切なアドバイスが迅速にもらえることに高い価値があ

る。 

ニーズ起点の戦略を構築した上で、アカデミアや研究機関の技術シーズを活用すること

が重要であり、そのために技術移転を促進する仕組み作りや外部によるサポート・支援が

重要と考えられている。必要機能「技術移転の促進」の背景及び要素について、図表 3-14

に示す。 

 

 

図表 3-14 必要機能「技術移転の促進」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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薬事戦略の検討支援 

スタートアップ企業へのヒアリングによると、Medical Valleyでは、ビジネスプランや

ビジネスの洞察に加えて、医療技術で重要な規制や資金調達に関するアドバイザリーサポ

ートがある。スタートアップ支援者へのヒアリングによると、ドイツのアクセラレーショ

ンプログラム（連邦政府から補助金が支給され、ドイツ企業なら誰でも参加可能）では、

設立 5年以上のスタートアップを対象に薬事を含めた国際市場への参入を支援する制度が

ある。 

医療機器の社会実装に向けては、薬事承認や上市プロセスに係る知見が不可欠となる。

海外展開を目指す上でも、展開先となる国や地域の薬事承認を見据えて戦略を構築するこ

とが必要となるため、国内外を見据えた検討支援が可能な専門家ネットワークの構築が重

要と考えられている。必要機能「薬事戦略の検討支援」の背景及び要素について、図表 

3-15に示す。 

 

 

図表 3-15 必要機能「薬事戦略の検討支援」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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拠点内外における臨床試験環境 

研究機関へのヒアリングによると、地元の大学病院では、さまざまな種類の臨床試験を

実施できる優れた環境が整っており、臨床試験パートナーを見つけることが比較的容易で

ある。また、域外の大学等の臨床試験施設とのネットワークも構築されている。 

病院関係者は医療業務への従事で忙しく、企業側は適切な担当者が明確でないことも多

いため、良好な臨床試験環境を整えるためには企業と病院の間に臨床試験を取り仕切る組

織が必要であるとされており、仲介者を置くことでプロセスを円滑に進めることができる

と考えられている。 

薬事承認に必要な臨床試験についても、対象となる医療機器に応じて求められる専門家

や被験者が異なるため、一つの医療機関で完結することは困難である。そのため、域内で

の環境整備に加え、異なる医療機関と連携した臨床試験環境の整備が重要と考えられてい

る。必要機能「拠点内外における臨床試験環境」の背景及び要素について、図表 3-16に

示す。 

 

 

図表 3-16 必要機能「拠点内外における臨床試験環境」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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製造パートナー・販路開拓支援 

医療技術関連の SMEへのヒアリングによると、Medical Valleyにおいて販路開拓支援

が行われており、販路開拓のアドバイスやアプローチ先への接続等のサポートがある。ス

タートアップ支援機関へのヒアリングによると、スタートアップは通常、医療技術製品を

エンド・ツー・エンドで製造できるサードパーティ製造サービス（MDR承認）と提携し

ている。支援機関としては、スタートアップに対し、サードパーティ製造サービスと協力

して、エンド・ツー・エンドで製造するようアドバイスしている。 

特にリソースや事業経験の少ないスタートアップ等では、医療機器製造や上市に向けた

ハードルが高く、効率的に販売まで進めることが困難なケースがある。そのため適切な助

言が可能な専門家や製造における水平分業、初期的な販路開拓を支援可能なネットワーク

機関等の存在が重要と考えられている。必要機能「製造パートナー・販路開拓支援」の背

景及び要素について、図表 3-17に示す。 

 

 

図表 3-17 必要機能「製造パートナー・販路開拓支援」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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海外展開支援 

ネットワーク機関へのヒアリングによると、Medical Valley では海外進出支援に関して、

関心のある主要市場（米国、中国、日本、ブラジル等）を特定し、これらの市場をターゲ

ットとする企業のためのサポート体制を構築している。専門家による相談や代表団による

訪問、人脈の確立などが含まれており、初期段階のコネクションを構築する役割等を担っ

ている。 

グローバル化が進展する中、スタートアップにおいても一足飛びで海外展開を目指す企

業も増えている。海外へのアプローチにあたっては、エコシステムとして海外展開のポイ

ントを理解し、現地の適切な支援機関や専門家等と連携することが重要となっている。必

要機能「海外展開支援」の背景及び要素について、図表 3-18に示す。 

 

 

図表 3-18 必要機能「海外展開支援」の背景及び要素 

 

出所）現地ヒアリング、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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4. メドテック拠点の形成に向けた考察 

4.1. 優れたメドテック拠点の形成に向けた日本における課題 

探求調査において導出したメドテック拠点における必要機能に対して、有識者のコメン

トを参考にした日本におけるメドテック拠点の取組や医療機器開発の動向を基に、現状の

日本における課題を図表 4-1 に整理した。各必要機能に対してそれぞれの課題が見られる

中で、有識者との議論を通じて特に重要と考えられる課題として、A：学長等のトップマ

ネジメントの積極的な関与、複数のステークホルダーによる積極的なエコシステム形成・

連携、B：研究開発初期の段階からの支援、臨床分野の関係者の関与等、研究シーズの研

究開発から実用化までの一貫した支援とそれを担う専門人材の充足、C：政府の公的資金

の集中による拠点機能の強化、D：産業界を強く巻き込み、大学の成果を事業化して世に

出す場づくり、技術移転のためのスキームやルール整備、の 4つを抽出した。 

 

 

図表 4-1 日本のメドテックエコシステムにおける主な課題 

 

出所）有識者コメント、Nomura Research Institute Singapore作成資料より 
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5. 総括 

本調査では、グローバルにおける主要なメドテック拠点３拠点（ニュルンベルク・エア

ランゲン、ボストン、シンガポール）の歴史的背景やエコシステム、連携事例等を比較し

たうえで、探求調査としてニュルンベルク・エアランゲンのメドテック拠点の成功の要諦

や必要機能について分析を行い、日本における現状課題を導出した。 

各国のエコシステムを調査すると、必要機能や要素は共通するものの、拠点自体の成り

立ちは異なることが確認された。そのため、他国の先進事例に学べることは取り入れなが

らも日本に適した形成方法を検討する必要がある。また、日本における課題を解決するた

めに有効な支援策を検討する必要がある。 
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6. 付録 

6.1. 有識者検討委員会概要 

本調査を実施するに当たり、有識者から成る検討委員会を設置し、メドテック拠点３拠

点の比較調査結果を基に、調査結果に関する意見と日本におけるメドテック拠点に対する

課題について議論し、探求調査拠点の絞り込みを実施した。 

 

座長 中野 壮陛 公益財団法人医療機器センター 専務理事 

委員 渋谷 健司 一般社団法人 Medical Excellence JAPAN 理事長 

増田 弘志 日本メドトロニック株式会社  

エンタープライズアカウンツ＆コマーシャルストラテ

ジー  

シニアストラテジー＆ビジネスデベロップメントマネ

ージャー 

保多 隆裕 神戸大学大学院医学研究科 医療創成工学専攻 

医療機器システム学分野長 

和田 賢治 一般社団法人日本医療機器産業連合会 産業政策室 幹事 

※所管：厚生労働省  

オブザーバー：経済産業省  

事務局：Nomura Research Institute Singapore Pte. Ltd.、株式会社 野村総合研究所 

 

検討会日程・場所 

2023 年 12 月 7 日（木）10:00～12:00 

ZOOM 会議 

 

議題 

A. 開会あいさつ 

B. 委員のご紹介 

C. 会議資料説明 

a) 本事業の背景・概要 

b) メドテック拠点３拠点の比較調査結果 

c) 質疑応答・意見交換 

d) 全体スケジュールの確認 

 

会議資料 

有識者検討委員会当日に利用した会議資料は以下のとおり。 
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